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みんなの
としょかん●小説　わたしはわたしで(東山彰良／著)　 墓じまいラプソディ（垣谷美雨／著）　余白の迷

路（赤川次郎／著）　父がしたこと（青山文平／著）　小説ゴルフ人間図鑑（江上剛／著）　猿田

彦の怨霊（高田崇史／著）　ブレイク（真山仁／著）　森林通信(伊藤比呂美／著）　互換性の

王子（雫井脩介／著）　人間標本(湊かなえ／著）　予幻（大沢在昌／著） 楽園（アブドゥルラ

ザク・グルナ／著）　マーリ・アルメイダの七つの月　上・下（シェハン・カルナティラカ／著）

●随筆・詩などの文学　句集　眠れる山（緒方ふさゑ／著）　ことばの魔法(田丸雅智／著)　

東京のど真ん中で、生活保護JKだった話（五十嵐タネコ／著）　BLANK　PAGE（内田也哉子

／著）

●その他の本　くらべて、けみして（こいしゆうか／著）　原嶋早苗のモルタルデコとワイヤー

雑貨(原嶋早苗／著)　 シニアごはん（本多京子／著）　即効！手指ほぐし(松岡佳余子／著)　

出来事と文化が同時にわかる平安時代（伊藤賀一／監修）　中村哲という希

望（佐高信、高世仁／著） としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年１月
貸出開始資料から
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筑
後
国
の
太
宰
府
天
満
宮
領
と
菊
池
氏

本
紙
昨
年
10
月
号
で
は
、
南
北
朝
時

代
の
天
満
宮
留
守
職
(
天
満
宮
の
現
地

で
の
ト
ッ
プ
)
大
鳥
居
氏
と
今
川
了
俊

の
関
係
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
今

回
は
、
室
町
時
代
の
大
鳥
居
氏
と
、
肥

後
国
(
現
・
熊
本
県
)・
筑
後
国
(
現
・

福
岡
県
南
部
)
の
守
護
(
国
ご
と
の
統

治
担
当
者
)
を
務
め
た
菊
池
氏
と
の
関

係
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
近
年
、
菊

池
氏
は
肥
後
北
部
と
筑
後
南
部
に
ま
た

が
る
守
護
と
し
て
再
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
満
宮
関
連
の
中

世
文
書
か
ら
は
、
筑
後
国
の
天

満
宮
領
を
舞
台
と
し
た
、
菊
池

氏
と
大
鳥
居
氏
の
関
係
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
じ
め
て
菊
池
氏
が
筑
後
国

の
天
満
宮
領
に
関
与
す
る
の
は
、

応
永
３
(
１
３
９
６
)
年
で
す
。
こ
の

時
は
菊
池
武
朝
が
、
水
田
荘
(
現
・
筑

後
市
水
田
)
・
長
田
荘
(
現
筑
後
市
北

長
田
・
み
や
ま
市
瀬
高
町
長
田
)
に
お

け
る
違
乱
(
秩
序
を
乱
す
行
為
)
を
停

止
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
６
(
１
３
９
９
)
年
に
も
、
武
朝
が

長
田
荘
・
忠
見
別
符
(
現
・
八
女
市
忠

見
)
・
吉
田
荘
(
現
・
八
女
市
吉
田
)

の
違
乱
を
停
止
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い

ま
す
。
当
時
、
菊
池
氏
は
筑
後
国
内
に

お
い
て
、
新
た
に
九
州
探
題
(
室
町
幕

府
の
九
州
統
括
担
当
者
)
と
な
っ
た
渋

川
氏
を
相
手
に
戦
闘
状
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
右
に
挙
げ
た
武
朝
の
命
令
は
、

そ
う
し
た
混
乱
に
対
応
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
点
で
菊
池
氏
が
正

式
な
筑
後
守
護
で
あ
っ
た
と
断
定
で
き

る
材
料
は
な
い
も
の
の
、
菊
池
氏
と
天

満
宮
と
の
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
50
年
ほ
ど
後
の

文
安
年
間
(
１
４
４
４
~
４
９

年
)
に
は
、
も
と
も
と
大
鳥
居

氏
の
領
地
で
あ
っ
た
筑
後
国
山

門
郡
得
飯
荘
(
現
・
み
や
ま
市

高
田
町
飯
江
)
の
一
部
が
、
菊

池
氏
の
有
力
家
臣
で
あ
っ
た
阿

佐
古
氏
の
領
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
に
は
、
菊
池
氏
の
筑
後
へ
の
影

響
力
と
、
大
鳥
居
氏
や
天
満
宮
と
の
関

係
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
た
と
推
定
で

き
る
で
し
ょ
う
。
一
見
す
る
と
太
宰
府

と
関
係
な
い
よ
う
に
見
え
る
室
町
時
代

の
菊
池
氏
で
す
が
、
荘
園
を
通
じ
て
、

太
宰
府
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。
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昨
年
は
、
世
界
大
戦
の
反
省
を
受
け
て

設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
が
「
す
べ
て
の
人

間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
」
と
掲
げ
た
世
界
人
権
宣
言
が

出
さ
れ
て
75
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
に
始
ま
っ
た
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
侵
攻
は

と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

昨
年
10
月
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区

を
支
配
し
て
い
た
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
攻
撃
に
よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
国
際
連
合
を
中
心
に
国
際

的
な
調
和
が
働
き
、
せ
め
ぎ
あ
い
が
何
度

も
起
こ
っ
て
い
て
も
、
安
定
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
２
つ
の
戦
争
は
多

く
の
民
間
人
を
巻
き
込
み
長
期
化
し
て
い

ま
す
。

　
国
内
で
は
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
少

し
ず
つ
社
会
経
済
活
動
が
以
前
の
よ
う
に

戻
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
で
経
済
格
差
や
社
会
的
な
孤
独
・
孤

立
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
経
済

立
て
直
し
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
給
付

制
度
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
争
や

異
常
気
象
に
よ
る
資
源
不
足
な
ど
に
伴
う

物
価
高
に
よ
り
、
格
差
は
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
居
場
所

を
求
め
て
、「
ト
ー
横
(
東
京
の
新
宿
の

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
横
)
」
や
「
グ
リ
下
(
大

阪
の
グ
リ
コ
サ
イ
ン
の
下
)
」、「
警
固
界

隈
(
福
岡
の
警
固
公
園
周
辺
)
」
な
ど
の

場
所
に
仲
間
を
求
め
て
集
い
な
が
ら
、
リ

ス
ト
カ
ッ
ト
や
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
と
い
っ

た
自
ら
を
否
定
す
る
行
動
を
し
て
い
る
こ

と
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
社
会
的
に
弱
い

状
況
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
横
断

的
か
つ
継
続
的
に
行
政
施
策
が
取
り
組
め

る
よ
う
、
国
は
こ
ど
も
家
庭
庁
を
設
置
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
ど
も
施
策
を
社

会
全
体
で
総
合
的
・
包
括
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
昨
年
４
月
に
こ
ど
も
基
本
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
基
本
法
の
６
つ
の
大
切
な
考
え
方

①
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
大
切
に
さ
れ
、
基

本
的
人
権
が
守
ら
れ
、
差
別
さ
れ
な
い

こ
と
。

②
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
、
大
事
に
育
て
ら

れ
、
生
活
が
守
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
保
護

さ
れ
る
権
利
が
守
ら
れ
、
平
等
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

③
年
齢
や
発
達
の
程
度
に
よ
り
、
自
分
に

直
接
関
係
す
る
こ
と
に
意
見
を
言
え
た

り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加

で
き
る
こ
と
。

④
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
年
齢
や
発
達
の
程
度

に
応
じ
て
、
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
こ
ど
も

の
今
と
こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
最
も
よ
い
こ

と
が
優
先
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

⑤
子
育
て
は
家
庭
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
に
行
わ
れ
、
家

庭
で
育
つ
の
が
難
し
い
こ
ど
も
も
、
家

庭
と
同
様
の
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

⑥
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
、
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
法
的
な
制
度
を
知
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然
災
害
や
事
故

な
ど
非
常
時
に
厳
し
い
立
場
に
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
う
、
子
ど
も
や
女
性
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
、
外
国
籍
の
人
な
ど
の
社
会

的
弱
者
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
常
に
問
題
な
ど
に
つ
い
て
「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
、
寄

り
添
う
気
持
ち
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と

が
「
人
権
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
を
振
り
返
っ
て
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